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工業計測制御関係では,マイクロコンピュータを使用した分散形DDC

(直接ディジタル制御)が成長期に入り,鉄鋼,化学,食品,水処理など

各分野で多くの稼動実績をもつに至った｡このような発展に伴い,日立製

作所では更に小規模計装を対象とした在来より下位機種に当たるDSC-18

マイクロコンピュータ内蔵の専用コントローラを開発した｡

また設備投資の盛んな水処理施設に対しては,新しく超音波の原理を利

用した流量計,PBフリュームi充量計,レベル計など一連の水処理計測用

工業計器を開発し,戟列に加えた｡

理化学機器関係では,使用分野が研究用から一般産業の品質検査及び病

院での臨床検査のように,ルーチン検査用に拡大されてきている｡それに伴

い日立製作所は,汎用機の手軽さで使用できる200kV透過形電子顕微鏡や,

低倍率･広視野で観察できる小形電子顕微鏡が,更に走査形電子量頁微鏡で

は,電界放射電子銃による高分解能形や静止画像方式の特長ある製品に加

え,半導体工業向きにウェーハが直]妾観察できる機種などが開発された｡

また質量分析装置,核磁気共鳴装置,分光光度計,クロマトグラフ,ア

ミノ酸分析計などの分析装置の制御やデータ処理にマイクロコンピュータ

を使用し,機能の拡大,操作性の向上を図った新製品が開発された｡

医療関係では,日立製作所は先に頭部に対する国産初のコンピュータト

モグラフィ(コンピュータ処理Ⅹ線断層撮影装置)を発表し,多くの病院

で使用されているが,引き続いて身体のすべての部位の詮･断を可能とした

全身用コンピュータトモグラフィを開発した｡特に全身用の装置では臓器

の虫冨動などによる画像劣化がないよう走査時間を高速にしてある｡

また臓器や胎児などのメ犬況をリアルタイムで観察記録できるリニヤスキ

ャン方式の超音波診断装置,各臓器の痛の原発ないし転移を早期に発見で

きるシンチレーションカメラなど,その周辺装置を含め一段と検査の機能

を拡充し,医療の分･野に貢献した｡

一方,検体検査分野では,日立製作所は大病院や検査センターに国内第

一の実績をもつ多検体多項目測定用の生化学自動分析装置に引き続いて,

少検体多項目測定用のマイクロコンピュータ内蔵の生化学自動分析装置を

開発し,中･小病院の検査室の自動化に一役を買っている｡また日立製作

所独特のイオン電極の開発は,他イオンの影響なしに血清中の電解質の迅

速測定を可能にした｡

その他日立製作所のマイクロコンピュータは,検査宅の自動化システム

や総合健診データ処理装置,窓口会計システムに,在来のミニコンピュー

タに代わり使用されている｡
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｢ユニトローノレ∑シリーズ+マイ

クロコンピュータ籠叫御システム

マイクロコンピュータを使用した制

御システム｢ユニトロール∑シリーズ+

は,発表以来,鉄鋼,化学,食品,水

処理など,幅広い分野にわたって多く

の実績を挙i.ずることができた｡

図1は新日本製毒裁株式会社八幡製毒裁

所に納入された熱処理炉計装システム

である｡

D S C-23形マイクロコンピュータで

は,計装技術者が容易にプログラムを

作成できる言語として開発したS LC

(Softless ColltrOller)の充実,ディス

プレイ画■面の標準化を推進し,Ⅳ∴Ⅳ

通信方式を完成させた｡

更に,D S C-23形の下位機として,

IC(集積回路)メモリを使用し,小

規模計装を対象とした専用コントロー

ラとして,D S C-18形マイクロコンピ

ュータを完成させた｡

超音波応用工業計器の開発

水処理施設で用いられる検出端とし

て超音波応用計器の需要が増してきた

ので,超音波流量計,PBフリューム

流量計及び超音波レベル計を開発した

(図2)｡超音波流量計についてはPLL

(Pbase Loeked Loop)回路及び水温

変化の影響を除去する補正回路により

高精度化を図り,更に,長時間の冠水
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にも耐えられる構造としてある｡PB

フリユーム流量計は設置対象が地中配

管のとき,通常,保守用マンホールを

必要とするが,酸欠,爆発性ガス発生

などに対する安全性を考慮し,地上か

ら保守できるように工夫してある｡ま

た,超音波レベル計は非接触でレベル

測定ができることから,水処理施設全

般で利用できるものである｡

電子顕微凍の最近の進歩

近年,電子昆頁微鏡は大学･研究所で

の高度な学術研究に使用されるだけで

なく,一般産業の品質検査及び＼病院で

の臨床検査にも需要が高まりつつある｡

日立製作所はこれに対応する目的で,

新しく操作性の良い低価格･高性能の

透過形電子顕微鏡H-300形を開発した｡

この装置は従来にない低倍率広視野像

観察が可能であり,しかも,分解能100
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図4 M-60形ガスクロマトグラフ/マススペクトル分析装置
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図3 走査形電子顕微鏡S-

450形での大形試料の装着

Åの走査電子顕微鏡としても使用できる｡

このほか,普及形走査電子顕微鏡と

してS-450形,S-430形,S-410形シ

リーズを開発した｡S-450形では,特

に最大102mm¢の試料が容易に観察でき

(図3),多くの試料を特別な加工を施

さずに観察･記録できることが特徴で

ある｡

質量分析装置及び核磁気共鳴装

置の最近の進歩

分析装置の最近の動向として,ミニ

コンピュータやマイクロコンピュータ

を組み込んで装置の機能,操作性の向

上が進められている｡質量分析装置で

は,マイクロコンピュータによる制御を

標準仕様としたM-60形を開発した(図

4)｡本装置は,ガスタロマトグラフ直

結による極微量成分(pgオータ)の検出

に威力を発揮する多重イオン検出法,マ

幣叫

図5 340形自記分光光度

計(右)及び応用プログラ

ムなどを収納したキーボ

ード付属装置(左)

ススペクトルの正確な質量数表示(±0.2

マスユニット)などのオートチューニン

グをはじめCRT(Cathode Ray Tube)

表示,スキャンコントロールなど大幅

な機能の向上を行なっている｡また核

磁気共鳴装置でも,大形核磁気共鳴装

置(R-42FT)がミニコンピュータシ

ステム(002B形)により,スペクトル

の質の向上と操作の簡易化を達成し,

小形核石蕗気共鳴装置についてもマイク

ロコンピュータの組込みが行なわれて

いる｡

マイクロコンピュータ内蔵分光

光度計

マイクロコンピュータを内蔵した初

めての自記分光光度計として,紫外･

可視･近赤外域をそれぞれカバーする

ダフサルモノクロメータを用いた340形自

記分光光度計を開発した(図5)｡

内蔵マイクロコンピュータは,波長

駆動などの装置の制御と,吸光度変換,

ベースライン補正などの信号処理とを

行ない,±0.001ABSのベースライン

平坦度,ディジタル測光スケール選択

など分光光度計の性能･機能を大幅に

向上させた｡また従来外部接続のミニ

コンピュータなどによって行なわれて

いた波形処理や高次微分測光,10g亡

(モル吸光係数の対数変換)演算などの

データ変換が内蔵マイクロコンピュー

タにより容易に実現でき,より便利な

種々の分析法を提供することができる｡
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図8 リニヤ走査形超音波断層装置(EUB-20)

図9 シンチレーション･カメラ``GAMMA VIEW”
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図7 全身用コンピュータ処理×線断層撮影装置
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図6 ロジックスコープVC-730形

高速ロジックスコープ

電子機器の動作を解析するためには,

一般に波形観測用としてのオシロスコ

ープが使われている｡しかし,ディジ

タル機器では,解析のために多数の信

号の相互関係を同時に観測する必要が

あー),オシロスコープではその機能を

満たすことができなかった｡

ロジックスコープVC-730形(図6)

は,オシロスコープと同様な操作で,

多チャネルのディジタル信号の観測を

行ない,しかもメモリスコープの機能

を併せもつことによって前記の問題点

を解決した測定器である｡

本器では8チャネルの信号を2値化

して所定の時間ごとにサンプルし,直

ちにスコープに表示することができる

ほか,IC(集積回路)メモリを使用

しているので,単発現象の測定やトリ

ガ以前のご状態の観測にも便利である｡
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全身用コンピュータ処王里X線臣断

層撮影装置

本装置は身体のすべての部位の診断

を可能とした全身用コンピュータ処理

Ⅹ線断層j黄影装置である｡患者をはさ

んで,Ⅹ線管と256素∫一のⅩ線検ナil器が

対向して同一フレ”ム上に取り付けて

あり,広いフアンニ伏Ⅹ線ビームを放射

しながら患者の周りを回転し,この間

表l 主な仕様と性能

項 且 仕 様･性 能

l.走査部及び検出器

走査方式:3600回転走査

走査時間:7s

スライス厚さ:10mm

有効視野:420m叫

走査部傾斜:±20⊂可変

検出器:256素子×eガス

2.表 示 系

表示画素数:256×256

CT植の表示範囲:l.80D

ウインドウ幅:128,256,5】Z,

l,024(mm)

画像拡大:電子ズーム4倍

(面積比)

画像記憶量:磁気ディスク40枚

磁気テープ了0枚

3,画像計算時間 150s

4.画像精度 ±0.5%(水レベル)

5.オプション 関心領域設定機能

に得られた透過Ⅹ線強度の計測イ直群を

コンピュータで処理し,身体の横断断

層像を再生してブラウン管上にディス

プレイするものである(図7)｡

主な特長を次に述べるとともに,そ

の仕様と性能を表1に示す｡

(1)走査時間が7秒と速いので,患者

の動きや臓器の蠣動などによる画質劣

化の要因がなく,高品質の匝i像を得る

ことができる｡

(2)フアンご状Ⅹ線ビームは,回転しな

がらパルス的に放射されるので,Ⅹ線

を効率良く使用でき被曝線量を少なく

抑えることができる｡

(3)360度の回転走査方式なので,多く

の計測値をもとに解像度の良い画像を

得ることができると同時に,最大皮膚

線量を低く抑えることができる｡

(4)Ⅹ線検出器として,検出効率が優

れ,また広いダイナミ ックレンジと直

線性に優れたⅩe(キセノン)か'ス電離

箱をj采用している｡

(5)スキャナ機構部が±20度の範囲で

前後に傾斜するので,臨床的に広い応

用分野(例えば,豆員部の冠斗大断層撮影)

が可能である｡

(6)中央操作卓は,プッシュボタン方

式なので操作が容易であり,非常に機

能的である｡

電子リニア走査形超音波診断装置

本装置は,多数個配列した超音波振

動子を順二大電子的にセJり換えて超音波
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図10 706D形自動分析装置
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図I1702形電解質自動分析装置

晦

を照射し,一画面の断層像を完成させ

る方式(リニアスキャン方式)により

腹部の断層像をモニタブラウン管に描

き出させる装置である｡体表面に探触

子を接触させるだけで腹部臓器(肝臓,

胆のう,すい臓など)及び婦人科系疾

患,胎児の状況などをリアルタイムで

観察,記録できる(図8)｡

高解像力シンチレーション･カ

メラ周辺1幾器のシリーズイヒ

先に完成した高解像力シンチレーシ

ョン･カメラ"GAMMA VIEW''に組

み合わせる次のような周辺機器群が開

発され,検査の機能を一段と拡充させ

ることが可能となった(図9)｡

(1)全身イメージング装置(RCW-

1C-1906)

``GAMMA VIEW''の検出器と患者の

相対位置を連続的に動かして,視野を

1,900mmX630mmに拡大し,全身イメー

ジを作る｡

(2)データ収録再生装置(RU-CVT-3)

カメラの画イ象信号をA/D変換してイ滋

気テープに収録し,必要に応じて繰返

し再生を行ないD/A変換後,画像を再

生する｡

(3)ダイナミック･イメージャー(RU-

DF-5)

電磁偏向型C RT(Cathode Ray

Tube)を用いて,シート･フイルム上

に実大イ象から数酌の縮小静止イ象,最大

80酌までの連続像を撮影する｡
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図12 総合健診データ処理装置
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小数検体多種目測定用生イヒ学自

動分析装置

最近,臨床医が患者の病態を把こ促す

る際に,臨床検査データがますます重

要視されるようになっている｡特に,

血清中の化学成分せ分析する生化学検

査は,検査件数の急増,検査内容の多

様化が著しく,大病院を中心に自動分

析装置の普及が進んでいる｡本装置は

自動化の巡れていた中小病院を対象と

し,少数検体多項目測定にその機能を

最大に発揮できるように開発された新

鋭機である(図10)｡肝機能,腎機能検

査など種々の検査内容も,検体を準備

し最初に操作スイッチを押すだけで,

内蔵のマイクロコンビュ【タ制御によ

り,装置が自動運転して‾最後の検体ま

で全自動処理される｡従来機にないこ

の高度な自動化機能は,多様な検査室

業務の能率向上に大きく寄与できる｡

電解質自動分析装置

従来,血1舌中のNa＋,K＋は炎光法に

よr),Clは滴定法やク叩ロメトリー

法で測定されてきたが,ここ数年イオ

ン電極の開発が進み,日カニ製作所でも

世界で初めて,Na＋,K＋,Cl‾用液膜

形イオン選択電極を開発し,2機種の電

解質分析計に組み込むことに成功した｡

702形電解質自動分析装置(図1り

は,60検体/時の処理能力をもち,内蔵

するマイクロコンピュータにより検量
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線作成,電極の寿命判与E,デ【タ続算,

結果の出力までを全自動で行なう装置

であり,いつでも緊急検体の割込測定

が自丁能である｡

772形イオンメー【タは,希釈した検体

を装置にセットしSTARTボタンを押

すことにより30秒で結果がディジタル

表示され,小形,軽量のためどこでも

手軽に使用できる特長をもっている｡

マイクロコンピュータによる総

合健診データ処王里装置

総合･健診システム,いわゆるコンピ

ュータを用いた人間ドックは,成人病

の予防を目的として我が国でも着実に

普及してきている｡総合健診システム

は,各種検査機器及び検査結果を人力

して保存し,検査報告書を作成するデ

ータ処理装置より構成される(図12)｡

健診データ処理装置への要求条件は,

(1)検査技師が簡単にデータ入力できる

こと,(2)コンパクトであること,(3)

低価格であることなどである｡そこで,

今回マイクロコンピュータシステムと

専用入力端末によって上記の機能を実

現した｡

その特長は,(1)自動点欠r式キーセ

ット端末による簡易入力方式,(2)顧
客ごとに異なる仕様をパラメータ･テ

ーブルの変更により容易に対処が可能,

(3)マイクロコンピュータとコストパ

ーフオⅥマンスの高い周辺装置の採用

によるイ氏価格化などがあげられる｡
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